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電
業
社
機
械
製
作
所
の
水

処
理
設
備
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
回

収
装
置
「
Ｄ
ｅ
Ｒ
Ｏ
ｓ
―

Ｅ
®

」（
デ
ロ
ス
イ
ー
）
が
、

２
０
２
５
年
度
「
省
エ
ネ
大

賞
」（
主
催
：
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

セ
ン
タ
ー
、
後
援
：
経
済
産

業
省
）
の
製
品
・
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
部
門
・
電
気
需
要
最

適
化
分
野
に
お
い
て
、
最
上

位
の
経
済
産
業
大
臣
賞
を
受

賞
し
た
。
表
彰
式
は
１
月
28

日
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で

開
催
さ
れ
た
。

　

デ
ロ
ス
イ
ー
は
、
半
導
体

の
洗
浄
工
程
で
使
用
さ
れ
る

超
純
水
の
製
造
設
備
や
、
工

業
廃
水
・
下
水
等
か
ら
再
生

水
を
造
る
逆
浸
透
（
Ｒ
Ｏ
）

膜
を
用
い
た
水
処
理
設
備
に

お
い
て
、
水
処
理
の
過
程
で

発
生
す
る
排
水
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
、
高
効
率
に
回
収
し

再
利
用
す
る
こ
と
で
、
設
備

の
消
費
電
力
と
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
が
削
減
可
能
な
省

エ
ネ
機
器
。

　

動
作
原
理
と
し
て
は
、
①

２
本
１
組
の
シ
リ
ン
ダ
が
平

行
に
セ
ッ
ト
さ
れ
、
切
替
弁

内
の
流
路
の
切
り
替
え
に
よ

り
、
シ
リ
ン
ダ
内
に
低
圧
原

水
と
高
圧
排
水
が
交
互
に
供

給
さ
れ
る
②
一
方
の
シ
リ
ン

ダ
は
、
Ｒ
Ｏ
膜
ユ
ニ
ッ
ト
よ

り
高
圧
排
水
が
供
給
さ
れ
、

シ
リ
ン
ダ
内
の
低
圧
原
水
に

高
圧
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
伝
達
さ

れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
行
程

を
行
う
③
他
方
の
シ
リ
ン
ダ

は
、
取
水
ポ
ン
プ
か
ら
低
圧

原
水
が
供
給
さ
れ
、
同
時
に

「
Ｄ
ｅ
Ｒ
Ｏ
ｓ
―
Ｅ

®

」が
経
産
大
臣
賞

水
処
理
設
備
の
排
水
エ
ネ
を
回
収
再
利
用

電
業
社
機
械

製

作

所

　

水
を
語
る
会（
眞
柄
泰
基
・

会
長
）
の
第
52
回
会
員
集
会

が
14
日
、
日
本
水
道
会
館
で

開
催
さ
れ
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
聴
講
も
含
め
約
１
０
０

人
が
参
加
。
今
回
は
バ
ル
ブ

メ
ー
カ
ー
関
係
者
に
よ
る
２

題
の
講
演
が
持
た
れ
、
演

題
（
講
師
）
は
、
▽
水
道
施

設
で
使
用
さ
れ
る
制
御
弁
と

緊
急
遮
断
弁
に
つ
い
て
（
松

永
伸
宏 

・
前
澤
工
業
埼
玉

製
造
所
購
買
部
長
）
▽ 

①

オ
ー
ト
弁
（
減
圧
弁
）
に
つ

い
て
、
②
水
道
に
お
け
る
新

技
術
事
例
集
Ａ
ｑ
ｕ
ａ
―
Ｌ

Ｉ
Ｓ
Ｔ
掲
載
「
工
場
再
生
」

を
用
い
た
バ
ル
ブ
運
用
シ
ス

テ
ム
（
川
俣
光
正
・
森
田
鉄

工
所
執
行
役
員
品
質
保
証
部

長
、
寒
河
江
貴
志
・
技
術
部

設
計
三
課
主
任
、森
山
陽
介
・

設
計
一
課
係
長
）
―
。

◆
前
澤
工
業
か
ら
３
種
の
バ

ル
ブ
に
つ
い
て
詳
細
に

　
「
現
在
は
購
買
部
の
所
属

だ
が
、
入
社
以
来
、
長
年
、

設
計
・
技
術
開
発
に
携
わ
っ

て
き
た
の
で
、
そ
こ
で
得
ら

れ
た
も
の
も
併
せ
て
お
話
し

さ
せ
て
い
た
だ
く
」
と
の
言

葉
で
口
火
を
切
っ
た
前
澤
工

業
の
松
永
部
長
は
、
ま
ず
、

制
御
弁
の
う
ち
の
ス
リ
ー
ブ

弁
、
多
孔
可
変
オ
リ
フ
ィ
ス

弁
、
キ
ャ
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン
抑

制
形
バ
タ
フ
ラ
イ
弁
に
つ
い

て
イ
ラ
ス
ト
や
画
像
も
多
用

し
な
が
ら
そ
の
構
造
・
機
能

に
つ
い
て
丁
寧
に
説
明
。

　

ス
リ
ー
ブ
弁
に
つ
い
て

は
、「
米
国
南
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
水
道
組
合
に
よ
っ
て

開
発
さ
れ
た
も
の
で
、
１
９

７
４
年
に
は
Ａ
Ｗ
Ｗ
Ａ
で
研

究
論
文
が
発
表
さ
れ
て
い

る
。
水
流
を
ポ
ー
ト
か
ら
水

中
に
噴
出
さ
せ
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
分
散
さ
せ
る
こ
と
で
キ
ャ

ビ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
ト
ラ

ブ
ル
が
生
じ
に
く
い
こ
と
か

ら
ポ
ー
ト
の
孔
径
や
ピ
ッ
チ

を
変
え
て
流
量
特
性
の
変
更

が
可
能
な
特
長
を
持
つ
。
当

社
で
は
固
形
物
の
詰
ま
り
が

生
じ
や
す
い
欠
点
を
解
決
す

る
洗
浄
機
能
付
の
も
の
を
開

発
」
と
米
国
発
の
製
品
を
い

ち
早
く
採
り
入
れ
る
と
と
も

に
機
能
改
善
を
行
っ
た
経
緯

に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　

続
い
て
、
多
孔
可
変
オ
リ

フ
ィ
ス
弁
に
つ
い
て
は
、「
フ

ラ
ン
ス
の
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ

て
開
発
さ
れ
た
も
の
が
技
術

導
入
さ
れ
た
も
の
だ
か
、
現

在
は
キ
ャ
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン
抑

制
形
バ
タ
フ
ラ
イ
弁
が
主
流

と
な
っ
て
い
る
」
と
し
た
上

で
、
キ
ャ
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン
抑

制
形
バ
タ
フ
ラ
イ
弁
の
開
発

経
緯
に
も
言
及
。
１
９
８
４

年
に
く
し
歯
弁
型
バ
タ
フ
ラ

イ
弁
を
開
発
し
た
こ
と
で
、

耐
キ
ャ
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン
特
性

に
優
れ
る
製
品
の
製
造
ノ
ウ

ハ
ウ
を
確
立
し
、
さ
ら
に
１

９
８
４
年
に
ポ
ー
ト
付
弁
体

形
バ
タ
フ
ラ
イ
弁
を
開
発

し
、「
寸
法
・
形
状
・
操
作

性
・
止
水
性
・
維
持
管
理
性

が
バ
タ
フ
ラ
イ
弁
と
統
一
で

耐
キ
ャ
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン
特
性

が
優
れ
て
お
り
、
１
台
で
水

道
用
バ
タ
フ
ラ
イ
弁
４
、
５

台
分
の
絞
り
運
転
に
匹
敵
」

と
そ
の
特
長
を
強
調
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
導
入
時
に
は

必
ず
検
討
が
必
要
」
と
留

意
点
に
つ
い
て
も
解
説
。

「
機
能
ご
と
に
固
有
の
特
性

を
持
つ
た
め
に
水
理
条
件
に

合
っ
た
機
能
を
選
定
す
べ
き

で
、
検
討
を
行
わ
ず
に
導
入

し
た
場
合
は
短
期
間
で
キ
ャ

ビ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
ト
ラ

ブ
ル
が
発
生
す
る
こ
と
に
な

る
」
と
注
意
を
促
す
と
と
も

に
、「
固
形
物
を
含
む
流
体

を
制
御
す
る
場
合
は
洗
浄
機

能
を
持
つ
制
御
弁
を
選
定
す

る
こ
と
が
有
効
。
ま
た
、
新

設
時
、
更
新
時
の
施
工
性
・

維
持
管
理
性
を
よ
り
高
め
る

た
め
の
検
討
も
必
要
」
と
述

べ
た
。

　

続
い
て
、
緊
急
遮
断
弁
に

つ
い
て
は
、「
大
型
の
蓄
電

池
設
備
や
エ
ア
ー
設
備
な
ど

が
コ
ス
ト
高
と
な
る
と
と
も

に
設
置
後
の
維
持
管
理
性
に

も
手
間
と
コ
ス
ト
を
要
し
た

従
来
品
の
課
題
解
決
を
目
指

し
て
１
９
７
５
年
に
解
決
し

た
」
と
、
ウ
エ
イ
ト
式
緊
急

遮
断
弁
の
開
発
経
緯
や
構

造
・
特
長
に
つ
い
て
も
説

明
。
停
電
時
で
も
確
実
に
作

動
す
る
高
い
信
頼
性
と
シ
ン

プ
ル
な
構
造
で
最
小
限
の
電

力
に
よ
り
確
実
に
遮
断
で
き

る
同
社
の
遮
断
弁
は
多
段
て

こ
で
減
力
し
て
ロ
ッ
ク
し
、

解
除
後
は
小
容
量
電
源
で
遮

断
で
き
る
特
性
を
持
ち
、
そ

れ
を
支
え
る
ク
ラ
ッ
チ
の
機

能
の
説
明
に
も
時
間
を
割
い

た
。

　

緊
急
遮
断
弁
に
お
い
て
も

「
設
置
場
所
・
予
算
・
維
持

管
理
方
法
な
ど
が
最
適
な
設

置
方
法
を
選
択
す
る
必
要
が

あ
る
」
と
し
、
横
形
・
立
形
・

二
床
式
と
同
社
が
保
有
す
る

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
も

紹
介
。
さ
ら
に
、「
納
入
実

績
の
99
％
以
上
は
感
知
方
式

が
採
用
さ
れ
て
い
る
」
と
述

べ
、
▽
地
震
感
知
式
▽
過
流

量
感
知
式
▽
地
震
・
過
流
量

併
用
感
知
式
―
に
つ
い
て
そ

れ
ぞ
れ
の
製
品
の
形
状
・
構

造
を
示
す
イ
ラ
ス
ト
も
用
い

な
が
ら
詳
細
に
説
明
し
た
。

　

続
け
て
感
知
方
式
の
年

代
・
地
方
ご
と
の
採
用
傾
向

に
つ
い
て
同
社
の
納
入
実
績

を
踏
ま
え
て
図
示
し
つ
つ
紹

介
。「
地
域
差
は
あ
る
も
の

の
地
震
感
知
か
ら
地
震
・
過

流
量
併
用
感
知
へ
と
採
用
率

の
軸
足
が
変
わ
っ
て
き
た

が
、
１
９
８
０
年
代
以
降
は

併
用
感
知
が
上
昇
傾
向
に

あ
っ
た
も
の
の
２
０
２
０
年

代
は
遮
断
弁
の
更
新
時
期
が

到
来
し
た
こ
と
で
既
設
と
同

一
方
式
が
選
択
さ
れ
る
傾
向

に
あ
る
」
と
報
告
す
る
と
と

も
に
、
地
震
感
知
式
と
過
流

量
感
知
式
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題

を
述
べ
た
上
で
、「
予
防
措

置
と
な
る
地
震
感
知
と
結
果

措
置
と
な
る
過
流
量
感
知
式

を
組
み
合
わ
せ
た
併
用
方
式

が
そ
れ
ぞ
れ
の
欠
点
を
補
完

す
る
こ
と
か
ら
有
効
」
と
の

見
解
を
示
し
た
。

　

大
雨
に
よ
る
被
害
や
定
期

点
検
実
施
の
困
難
化
、
遮
断

設
定
値
の
見
直
し
の
必
要
性

と
い
っ
た
遮
断
弁
の
維
持
管

理
上
の
課
題
に
つ
い
て
も
言

及
し
た
上
で
、「
維
持
管
理
・

省
力
化
へ
の
配
慮
が
限
定
的

だ
っ
た
水
道
の
普
及
期
を
経

て
近
年
は
省
エ
ネ
・
リ
サ
イ

ク
ル
・
施
工
性
・
耐
震
性
・

経
済
性
が
重
視
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
、
バ
ル
ブ
単
体
で
は

な
く
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
全
体

の
最
適
化
へ
の
貢
献
が
重
要

で
あ
り
、
バ
ル
ブ
に
で
き
る

こ
と
は
ま
だ
ま
だ
多
い
」
と

の
認
識
を
述
べ
、
今
後
の
継

続
的
な
技
術
開
発
へ
の
意
欲

を
示
し
た
。

◆
森
田
鉄
工
所
は
減
圧
弁
と

「
工
場
再
生
」
の
２
題
で

　

森
田
鉄
工
所
か
ら
の
発
表

は
、
２
テ
ー
マ
に
大
別
し
て

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
者
か
ら
詳

細
な
説
明
が
な
さ
れ
た
。「
２

テ
ー
マ
に
つ
い
て
若
手
技
術

者
か
ら
発
表
さ
せ
て
い
た
だ

く
」
と
の
川
俣
部
長
の
あ
い

さ
つ
に
続
い
て
、
寒
河
江
主

任
が
オ
ー
ト
弁
（
減
圧
弁
）

に
つ
い
て
発
表
。「
終
戦
直

後
に
米
国
製
自
動
弁
の
修
理

を
手
掛
け
た
の
が
端
緒
と
な

り
、
米
国
ロ
ス
社
の
現
物
を

工
場
に
持
ち
込
ん
で
ス
ケ
ッ

チ
し
、
そ
れ
を
基
に
日
夜
研

究
を
重
ね
て
製
品
化
し
た
も

の
が
国
産
第
１
号
機
と
な
っ

た
東
京
都
水
道
局
淀
橋
浄
水

場
に
納
入
さ
れ
た
減
圧
弁
。

さ
ら
に
、
ロ
ス
社
と
当
時
の

ラ
イ
バ
ル
関
係
に
あ
っ
た
米

国
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
社
の
カ
タ

ロ
グ
も
研
究
し
て
両
社
製
品

の
徹
底
的
な
比
較
検
討
を
行

い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
を
取

り
入
れ
て
製
品
の
改
良
を

図
っ
た
」
と
減
圧
弁
開
発
の

黎
明
期
に
つ
い
て
紹
介
。

　

続
い
て
、
流
体
の
持
つ
圧

力
で
主
弁
が
作
動
す
る
自
動

弁
、
水
撃
作
用
を
起
こ
し
に

く
い
、
開
閉
速
度
調
整
機
構

を
保
有
、
手
動
で
主
弁
の
開

閉
操
作
が
可
能
、
構
造
的
に

分
解
修
理
等
が
容
易
、
他
の

機
能
追
加
に
よ
り
多
目
的
の

制
御
も
可
能
と
い
っ
た
同
社

の
オ
ー
ト
弁
の
特
長
に
つ
い

て
説
明
。
さ
ら
に
水
道
シ
ス

テ
ム
の
イ
ラ
ス
ト
を
用
い
て

具
体
的
な
バ
ル
ブ
の
設
置
例

に
つ
い
て
も
丁
寧
に
解
説
。

構
造
・
作
動
原
理
に
つ
い
て

も
イ
ラ
ス
ト
と
写
真
を
多
用

し
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

口
径
選
定
や
設
置
の
際
の
留

意
点
に
つ
い
て
も
言
及
し
、

よ
く
あ
る
不
具
合
対
処
法
に

つ
い
て
も
丁
寧
に
解
説
し

た
。

　
「
工
場
再
生
」
を
用
い
た

バ
ル
ブ
運
用
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
は
森
山
係
長
が
発
表
。

ま
ず
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
整

備
さ
れ
た
背
景
に
つ
い
て
、

「
管
路
を
は
じ
め
と
す
る
水

道
施
設
の
老
朽
化
や
事
業
体

の
財
源
不
足
の
深
刻
化
」

と
い
っ
た
課
題
認
識
と
併

せ
て
、「
水
道
維
持
管
理
指

針
で
謳
わ
れ
て
い
る
予
防
保

全
型
を
基
本
と
す
べ
き
と
い

う
方
向
性
は
バ
ル
ブ
に
も
当

て
は
ま
る
」
と
述
べ
、
そ
の

予
防
保
全
の
フ
ァ
ク
タ
ー
と

な
り
得
る
バ
ル
ブ
の
劣
化
経

緯
に
つ
い
て
言
及
し
た
上
で

「
計
画
的
な
維
持
管
理
・
更

新
に
よ
る
予
防
保
全
型
維
持

管
理
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

バ
ル
ブ
が
劣
化
領
域
に
入
る

前
の
安
定
領
域
中
に
修
理
な

ど
の
補
償
措
置
を
取
る
こ
と

が
予
防
保
全
的
な
管
理
に
つ

な
が
る
」
と
主
張
。
そ
の
具

現
化
に
向
け
た
取
り
組
み
と

し
て
、
同
社
が
工
場
持
ち
込

み
修
理
に
よ
る
バ
ル
ブ
の
工

場
再
生
を
打
ち
出
し
た
経
緯

を
説
明
し
た
。
同
社
の
バ
タ

フ
ラ
イ
弁
の
開
閉
操
作
を
描

い
た
３
Ｄ
動
画
を
示
し
た
上

で
、
工
場
再
生
の
概
要
に
つ

い
て
も
画
像
に
よ
り
、分
解
・

素
地
調
査
・
内
面
塗
装
・
部

品
交
換
・
組
立
・
検
査
・
外

面
塗
装
・
出
荷
と
い
っ
た
プ

ロ
セ
ス
を
丁
寧
に
説
明
し

た
。

　

続
い
て
事
業
体
が
採
用
し

た
製
品
の
運
用
例
を
図
示
し

て
説
明
し
た
後
、
主
要
管
路

の
バ
ル
ブ
、
ろ
過
池
・
ポ
ン

プ
施
設
な
ど
の
設
備
廻
り
の

バ
ル
ブ
と
い
っ
た
適
用
範
囲

や
、
弁
体
や
弁
箱
な
ど
の
母

材
に
損
傷
が
な
け
れ
ば
設
置

か
ら
数
十
年
経
過
し
た
バ
ル

ブ
で
も
10
年
か
ら
15
年
程
度

の
延
命
化
が
可
能
と
い
っ
た

メ
リ
ッ
ト
、
予
防
保
全
型
管

理
に
よ
る
機
能
・
性
能
の
保

持
や
バ
ル
ブ
延
命
化
に
よ
る

経
済
性
を
考
慮
し
た
更
新
計

画
の
策
定
な
ど
の
導
入
効
果

を
挙
げ
た
上
で
、「
老
朽
化

し
た
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
バ
ル

ブ
に
つ
い
て
新
規
購
入
だ
け

で
な
く
修
理
に
よ
る
再
活
用

と
い
う
選
択
肢
が
加
わ
る
」

と
そ
の
成
果
を
強
調
し
た
。

　

２
題
の
講
演
終
了
後
に

は
、
恒
例
の
「
幹
事
の
独
り

言
」
も
披
露
さ
れ
た
。
今
回

の
発
表
者
は
、
杉
山
達
範
・

横
手
市
上
下
水
道
部
次
長
・

水
道
課
長
。
自
身
の
経
歴
紹

介
や
横
手
市
の
地
勢
・
概
要

紹
介
に
続
い
て
、「
岩
手
県

西
和
賀
町
と
の
施
設
の
統
廃

合
と
広
域
化
」
や
「
管
路
更

新
・
耐
震
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と

と
も
に
、今
後
注
力
す
る「
未

普
及
解
消
事
業
と
小
規
模
分

散
型
水
道
」
に
つ
い
て
も
説

明
し
た
。「
独
り
言
」
と
し

て
は
、「
水
道
事
業
経
営
へ

の
都
市
構
造
に
よ
る
影
響
」

に
言
及
し
、「
最
適
解
を
導

き
出
す
の
は
難
し
い
の
で
、

皆
さ
ん
か
ら
も
ヒ
ン
ト
を
い

た
だ
け
れ
ば
」
と
出
席
者
に

呼
び
掛
け
た
。

　

発
表
終
了
後
、
眞
柄
会
長

は
そ
れ
ぞ
れ
の
講
演
・
発
表

に
つ
い
て
の
感
想
を
述
べ
た

上
で
「
バ
ル
ブ
は
直
管
の
陰

で
水
道
事
業
を
支
え
て
い

る
。
大
学
の
教
官
時
代
に
学

生
に
バ
ル
ブ
の
役
割
・
性
能

に
つ
い
て
教
え
な
か
っ
た
こ

と
は
反
省
し
た
い
」
と
コ
メ

ン
ト
し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
の
済
ん
だ

低
圧
排
水
を
排
出
す
る
給
水

行
程
を
行
う
④
各
々
の
シ
リ

ン
ダ
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収

行
程
と
給
水
行
程
が
切
り
替

わ
り
、
連
続
し
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
回
収
を
行
う
⑤
増
圧
ポ

ン
プ
は
、
Ｒ
Ｏ
膜
、
デ
ロ
ス

イ
ー
お
よ
び
接
続
配
管
で
の

圧
力
損
失
分
を
昇
圧
す
る
⑥

デ
ロ
ス
イ
ー
か
ら
Ｒ
Ｏ
膜
に

供
給
さ
れ
る
高
圧
原
水
の
流

量
分
、
高
圧
ポ
ン
プ
の
吐
出

し
量
が
減
る
た
め
、
消
費
電

力
を
低
減
す
る
こ
と
が
で
き

る
―
。

　

デ
ロ
ス
イ
ー
に
入
る
排
水

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
原
水
へ

の
伝
達
効
率
は
、
最
大
99
・

９
％
。
排
水
流
量
20
立
方
㍍

／
ｈ
、
運
転
圧
力
２
Ｍ
Ｐ
ａ

に
お
い
て
、
98
％
以
上
を
達

成
し
た
。
同
社
に
よ
る
と
、

Ｒ
Ｏ
膜
を
用
い
た
水
処
理
設

備
（
生
産
水
流
量
30
立
方
㍍

／
ｈ
、
排
水
流
量
20
立
方
㍍

／
ｈ
、
運
転
圧
力
４
Ｍ
Ｐ

ａ
）
に
デ
ロ
ス
イ
ー
を
導
入

し
た
場
合
、
未
導
入
時
に
対

し
、
設
備
で
使
用
す
る
高
圧 

ポ
ン
プ
の
消
費
電
力
を
44
・

５
％
削
減
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
。

　

同
社
で
は
「
自
社
開
発
し

た
バ
ル
ブ
に
よ
り
、
流
体
の

漏
れ
を
ゼ
ロ
と
し
、
機
器
内

部
の
圧
力
損
失
を
極
小
化
し

た
こ
と
で
、
排
水
圧
力
が

０
・
２
Ｍ
Ｐ
ａ
か
ら
エ
ネ
ル

ギ
ー
回
収
で
き
る
。
騒
音
値

は
、
機
側
１
㍍
に
お
い
て
、

75‌

dB（
Ａ
）以
下
と
低
騒
音
」

と
デ
ロ
ス
イ
ー
の
特
長
を
説

明
し
て
お
り
、「
水
処
理
設

備
に
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り

得
ら
れ
る
省
電
力
性
能
や
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
削
減
効

果
が
高
く
評
価
さ
れ
た
」
と

し
て
い
る
。

平行にセットされた２本１組のシリンダ

バ
ル
ブ
へ
の
造
詣
を
深
め
る

メ
ー
カ
ー
２
社
か
ら
技
術
・
製
品
紹
介

水
を
語
る
会

オンラインを合わせ約100人が聴講した第52回研究集会

松永部長

川俣部長寒河江主任森山係長

２０２６年（令和８年）２月１９日付

水 道 産 業 新 聞


